
2020 年９月 17 日  

JR 東日本秋田支社  

五能線「設備強化工事」に伴う列車の一部運休について 

 ＪＲ秋田支社では、五能線を将来に渡り健全な状態で存続させ、故障頻度の削減と省メ

ンテナンス化により安全・安定輸送を確保するため、木製マクラギをコンクリート製マク

ラギに交換する「設備強化工事」を実施します。 

鉄道の工事は主に夜間を中心に実施してきましたが、日中時間帯にも実施し工事のスピ

ードアップを図ります。 

なお、工事の実施により一部の列車に運休が発生します。ご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 

 

１ 設備強化工事計画概要 

 ・コンクリート製マクラギへの交換数量：約１３５,０００本 

 ・今年度より１０年間、東能代から川部までの全区間において実施予定 

 ・マクラギ以外の設備についても改良工事を実施予定 

 《日中時間帯工事》 

・冬季間の１２月から３月までの火曜から木曜日の週３日間、通勤時間帯を除く９時頃か 

ら１７時頃までを予定 

・能代駅から鰺ケ沢駅間においては一部列車を運休し、日中時間帯で実施 

・工事により列車の運休が発生しますが代行運転は行いません 

２ ２０２０年度の日中時間帯工事実施計画 

（１）実施時期：２０２０年１２月９日（水）～２０２１年３月１８日（木）のうち３１日 

 

 

 

 

 

（２）運休列車及び区間（工事時間帯にかかる列車５本） 

 

 

 

 

 

 

※日中時間帯工事施工の背景 

今回の「設備強化工事」は作業量が大きくスピードアップが必要となっている。一方で、昨今の労働環境の課題と

して、生産年齢人口減少に伴う作業員の確保が将来にわたり困難となることが予想され、また「働き方改革関連法」

の施行と働き方改革による労働者の志向の変化により夜間就労の敬遠などを考慮し保守作業を日中時間帯へのシフ

トにより法令順守と労働環境の改善を実施します。 

 


